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本
論
文
で
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
（D
onald John T

rum
p

）
の
大
統
領
第
一
期

（
二
〇
一七
－
二
〇
二一
年
）
任
期
中
の
政
策
、
二
〇
二
四
年
の
大
統
領
選
挙
時
に
提
示
さ

れ
た
共
和
党
政
策
綱
領
の
内
外
政
策
案
、
お
よ
び
大
統
領
第
二
期
（
二
〇
二
五
年
－
）

就
任
直
後
の
政
策
に
関
わ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
主
義
）
を
読
み
解
き
、
現
代
ア
メ
リ

カ
の
国
家
・
社
会
に
適
う
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
展
望
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
ア

メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
国
民
の
分
極
化
・
分
断
化
や
、
不
安
定
化
、
さ
ら
に
は
福
祉
国

家
化
に
よ
る
統
治
能
力
の
危
機
、
そ
し
て
産
業
構
造
・
人
種
構
成
の
推
移
な
ど
と
いっ
た

社
会
構
造
の
変
化
の
影
響
を
も
と
に
分
析
す
る
。
加
え
て
、
福
祉
国
家
化
し
、
中
央
集

権
化
し
た
現
代
国
家
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
変
容
を
も
と
に
、
こ
の
社
会
の
も
と
で
の
大
衆

運
動
と
そ
の
動
向
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
代
先
進
諸
国
に
お
け
る
自
由
と
ポ
ピュ

リ
ズ
ム
の
関
係
性
を
論
じ
、
こ
れ
か
ら
の
自
由
社
会
で
の
自
由
擁
護
に
資
す
る
ポ
ピュリ
ズ

ム
の
位
置
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
、ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ・フ
ァ
ー

ス
ト
政
策
に
見
い
出
し
う
る
ポ
ピュ
リ
ズ
ム
を
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
社
会
構
造
を
も
と
に
し

て
、
ポ
ピュリ
ズ
ム
と
自
由
社
会
、
自
由
主
義
と
の
関
係
に
注
目
し
、
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　

論
考
方
法
と
し
て
は
、
①
大
衆
運
動
の
歴
史
を
巡
り
、
ポ
ピュ
リ
ズ
ム
や
草
の
根
運
動

の
経
過
を
取
り
上
げ
概
観
す
る
。
ま
た
こ
の
際
一九
七
〇
年
代
に
勃
興
し
た
、
単
一争
点

型
の
社
会
問
題
に
お
け
る
草
の
根
運
動
を
契
機
と
し
誕
生
し
た
新
し
い
右
翼
（
以
下
、

新
右
翼
）
運
動
、
さ
ら
に
は
二
〇
〇
九
年
に
全
米
的
に
隆
盛
し
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運

動
と
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピュ
リ
ズ
ム
と
の
思
想
比
較
を
行
い
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

独
自
の
位
置
を
考
察
す
る
。
次
に
、
②
ト
ラ
ン
プ
の
提
唱
・
実
行
し
た
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
政
策
（
特
に
移
民
・
外
交
政
策
）
を
も
と
に
、
こ
こ
に
内
包
さ
れ
る
特
質
を
考
察
す

る
。
さ
ら
に
、
③
自
由
主
義
や
英
米
系
法
思
想
の
歴
史
と
大
衆
を
め
ぐ
る
関
係
の
変
化

を
見
据
え
、
現
代
先
進
国
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
可
能
性
の
法
哲
学
的
考
察
を
行
っ

て
い
く
。

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

ト
ラ
ン
プ
政
権
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
政
策
、
大
衆
、

草
の
根
運
動
、
自
由
社
会
、
自
由
主
義
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
構
造
の
変

化
、
ア
メ
リ
カ
の
分
極
化
・
分
断
化

現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
法
哲
学
的
考
察

―
ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ・
フ
ァ
ー
ス
ト
政
策
の
議
論
を
中
心
に
―
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一
．
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
誕
生
の
背
景

こ
れ
か
ら
言
及
す
る
、
一
九
七
〇
年
代
の
新
右
翼
の
草
の
根
運
動
や
各
種
の

団
体
結
成
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
二
〇
〇
九
年
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

運
動
の
全
米
的
拡
大
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
一
の
社
会
問
題
を
扱
う
政
治

団
体
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
を
争
点
と
し
て
耳
目
を
集
め
る
の
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

の
特
徴
で
あ
り
、
本
論
文
で
は
こ
の
点
に
着
目
し
考
察
を
進
め
て
い
く
。

一九
六
〇
年
代
以
降
、
新
右
翼
に
よ
る
草
の
根
運
動
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト

リ
ッ
ク
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
各
宗
教
・
宗
派
の
中
に
お
い
て
、
各
自
個
別
に
存
在
し
て

い
た
伝
統
的
保
守
派
を
、
社
会
問
題
を
提
起
し
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
手
法
を

活
用
す
る
な
ど
し
て
統
合
を
図
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
に 

一
大
勢
力
と
な
っ
た
。
こ
の一
九
七
〇
年
代
と
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
と
伝
統
的
保

守
派
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
公
民
権
、
中
絶
、
女
性
解
放
、
同
性
愛
の
各
問
題
に

お
い
て
賛
成
と
反
対
、
容
認
と
拒
絶
を
二
者
択
一
的
に
進
め
る
社
会
問
題
に

焦
点
を
あ
て
た
団
体
を
結
成
し
て
いっ
た
時
期
で
あ
る
。
各
々
の
単
一
争
点
の

社
会
問
題
を
扱
う
団
体
が
社
会
対
立
を
表
面
化
さ
せ
て
いっ
た
の
で
あ
る︶

1
︵

。
そ

し
て
特
に
二
〇
一
〇
年
代
以
降
は
、
単
一
争
点
型
社
会
問
題
が
既
に
浮
き
彫
り

と
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
極
化
や
分
断
化
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
く
役

割
を
担
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

こ
の
点
確
か
に
、
分
極
化
、
分
断
化
と
い
う
も
の
が
ア
メ
リ
カ
国
民
や
国
家

全
体
に
及
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
懐
疑
的
な
問
い
も
あ
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
世
論
調
査
に
お
い
て
は
リ
ベ
ラ
ル
、
保
守
が
明
確
に
峻
別
で
き
ず
、

中
道
層
・
日
和
見
層
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
民

が
分
断
し
て
い
る
と
み
な
す
の
は
筋
違
い
で
あ
る
と
の
分
析
も
存
在
す
る︶

2
︵

。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
大
方
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
、
中
庸
で
あ
っ
て
、
雑

多
な
社
会
問
題
に
お
い
て
は
、
リ
ベ
ラ
ル
で
も
あ
り
、
保
守
で
も
あ
る
と
い
う

ゆ
る
や
か
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
具

体
的
に
は
、
一九
九
六
年
、
二
〇
〇
〇
年
、
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
の
大
統
領
選

挙
結
果
か
ら
見
て
取
れ
る
と
い
う
。
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
（B

ill C
linton

）
再

選
の一
九
九
六
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
（G

eorge W
. B

ush

）
当
選
の

二
〇
〇
〇
年
、
そ
し
て
こ
の
ブ
ッ
シ
ュ
再
選
の
二
〇
〇
四
年
の
各
大
統
領
選
挙

は
僅
差
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
中
庸
・
中
道
層
が
民
主
党
、
共
和
党
候

補
に
均
等
に
分
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
民
主
党
は
よ
り
リ
ベ
ラ

ル
な
方
向
を
掲
げ
、
共
和
党
は
よ
り
保
守
的
な
方
向
を
掲
げ
た
、
と
い
う
よ

う
に
、
あ
く
ま
で
政
党
が
対
立
軸
を
明
確
化
し
対
極
化
を
指
向
し
た
に
過
ぎ

な
い
、
と
い
う
議
論
な
ど
が
あ︶

3
︵

る︶
4
︵

。

　

し
か
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
、
世
論
調
査
の
選
挙
結
果
か
ら
中
道
層
に
分

類
さ
れ
た
比
率
を
、
そ
の
ま
ま
中
道
中
庸
な
ア
メ
リ
カ
国
民
で
あ
る
と
仮
構

し
、
彼
ら
の
置
か
れ
た
社
会
現
実
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
選
挙
結
果
か
ら

強
引
に
実
社
会
に
反
映
さ
せ
議
論
を
敷
衍
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
考
え
ら

れ
る
。
現
実
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断
化
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
こ

の
た
め
で
も
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
は
、
歴
史
的
に
ア
メ
リ
カ
で
見
ら
れ
た
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
と
相
違
し
、
背
景
に
ア
メ
リ
カ
国
民
の
分
断
や
不
安
定
性
、
福
祉
国
家

化
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
低
下
が
あ
り
、
ま
た
国
内
産
業
構
造
に
お
い
て

は
、
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
（R

ust B
elt, 

赤
錆
地
帯
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
第
二

次
産
業
の
製
造
業
の
衰
退
が
見
ら
れ
、
第
三
次
産
業
の
情
報
・
金
融
業
が
急

拡
大
し
て
い
る
構
造
変
化
が
あ
る
。
こ
の
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
、
ト
ラ
ン
プ

型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
こ
れ
ま
で
の
大
衆
運
動
と
は
明
確
に
区
分
し
、
別
個
に
捉

え
直
す
必
要
が
あ
る
。
近
い
将
来
に
お
い
て
、
白
人
人
口
の
減
少
か
ら
人
種

構
成
が
変
動
す
る
事
態
は
避
け
ら
れ
ず
、
こ
の
点
も
直
視
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
十
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
勢
調

査
二
〇
二
〇
年
版
か
ら
は
、
米
国
の
総
人
口
に
占
め
る
人
種
・
民
族
グ
ル
ー
プ

の
構
成
は
、
二
〇
二
〇
年
時
点
で
白
人
の
割
合
が
五
七・八
％
と
最
大
で
あ
る
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も
の
の
、
構
成
比
で
見
る
な
ら
ば
二
〇
一〇
年
の
六
三・七
％
か
ら
五・九
％
低
下

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
対
照
的
に
、
比
率
が
拡
大
し
て
い
る
の
が
、
ヒ
ス

パニッ
ク
系
お
よ
び
ラ
テ
ン
系
で
、
同
じ
時
期
に
一
六
・
三
％
か
ら
一
八
・
七
％

へ
と
二
・
四
％
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
の
縮
小
と
拡
大
の
傾
向
は
続
く
と

み
ら
れ
て
い
る︶

5
︵

。
白
人
下
層
中
産
階
級
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
と
も
合

わ
さ
り
、
ト
ラ
ン
プ
型
大
衆
運
動
と
そ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は一
過
性
で
消
え
る
も

の
で
は
な
く
、
度
重
ね
て
発
露
す
る
で
あ
ろ
う
。

二
．�

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
一
九
七
〇
年
代
の
新
右
翼
に
よ
る
草
の
根
運
動
の

考
察

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
生
の
素
地
と
な
る
大
衆
社
会
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
大
衆
社
会
と
は
、
中
世
的
な
村
落
社
会
間
で
の
人
び
と
の
閉
鎖
的
関

係
性
を
超
え
、
近
代
の
交
通
機
関
や
通
信
情
報
機
関
の
発
展
も
相
ま
っ
て
、

大
量
の
大
衆
が
相
互
に
接
触
を
可
能
と
し
た
社
会
で
あ
る
。
ま
た
産
業
に
お

い
て
も
分
業
化
が
進
展
し
、
相
互
依
存
性
が
高
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個

人
は
そ
れ
ぞ
れ
一
層
隔
絶
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
個
人
が
ア
ト
ム
化
し
、
砂
粒

化
し
て
い
る
社
会
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
の
大
衆
個
人
間
の
関
係
と
は

有
機
的
な
も
の
で
は
な
く
、
触
れ
合
お
う
と
も
感
じ
る
こ
と
が
な
く
、
出
会

お
う
と
も
視
界
に
入
ら
な
い
よ
う
な
、相
互
に
隔
絶
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
存
在
す
る
個
人
と
は
、
自
我
の
統
一
感
覚
を
喪
失
す
る
、

不
安
が
つ
の
る
、
あ
た
ら
し
い
信
条
への
追
求
が
起
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
指

摘
も
あ
る︶

6
︵

。

そ
の
大
衆
を
素
地
と
し
て
行
わ
れ
る
運
動
は
草
の
根
運
動
と
い
わ
れ
、
ア
メ

リ
カ
社
会
で
は
歴
史
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
着
目
す
る
新
右
翼
も

ま
た
大
衆
運
動
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
表
出
さ
れ
た
も
の
の

一
つ
と
い
え
る
。

一
九
六
〇
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
社
会
運
動
に
よ
る
保
守
派
の
組
織
化
が

開
始
さ
れ
、
反
Ｅ
Ｒ
Ａ
（E

qual R
ights A

m
endm

ent, 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

憲
法
に
男
女
平
等
を
明
記
す
る
平
等
権
修
正
条
項
）、
反
妊
娠
中
絶
と
いっ

た
社
会
問
題
に
お
い
て
、
保
守
派
が
全
国
的
に
巻
き
返
し
を
図
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
運
動
母
体
と
し
て
多
く
の
団
体
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
を
牽
引
し
た
草

の
根
運
動
は
単
一争
点
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る︶

7
︵

。

こ
の
草
の
根
運
動
の
資
金
集
め
と
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
利
用
さ
れ
て
い

た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
草
の
根
運
動
と
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に

着
目
し
、
大
衆
運
動
の
現
代
化
を
考
察
す
る
な
か
で
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
分
析
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
草
の
根
運
動
に
お
い

て
主
体
的
役
割
を
果
た
し
た
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ビ
グ
リ
ー
（R

ichard A
rt 

V
iguerie

）
を
取
り
上
げ
彼
の
運
動
方
針
を
概
観
し
て
い
く
。

本
格
的
な
新
右
翼
の
組
織
化
と
は
、
一九
七
四
年
八
月
に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク

ソ
ン
（R

ichard M
ilhous N

ixon

）
大
統
領
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で

辞
任
し
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
フ
ォ
ー
ド
（G

erald R
udolph F

ord Jr.

）
副
大
統

領
が
大
統
領
に
昇
格
し
た
際
の
、
副
大
統
領
指
名
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た

と
も
い
え
る
。
フ
ォ
ー
ド
は
こ
の
時
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
（N

elson 

A
ldrich R

ockefeller

）を
副
大
統
領
に
指
名
し
て
い
る
。
こ
の
ロッ
ク
フ
ェラ
ー

に
つ
い
て
は
リ
ベ
ラ
ル
派
と
目
さ
れ
て
き
た
た
め
、
ビ
グ
リ
ー
は
指
名
の
阻
止
を

望
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
共
和
党
内
の
保
守
派
に
は
指
導
力
が
発
揮
で
き
ず
、

こ
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
指
名
に
抵
抗
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の一
件

か
ら
、
ビ
グ
リ
ー
は
共
和
党
内
保
守
派
と
袂
を
分
か
ち
、
独
自
に
新
右
翼
の

組
織
化
に
取
り
組
ん
だ︶

8
︵

。
こ
の
際
に
有
効
で
あ
っ
た
の
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、ビ
グ
リ
ー
は
保
守
運
動
団
体
の
設
立
を
促
し
て
いっ
た
。一九
七
五
年
、

ビ
グ
リ
ー
は
ハ
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（H

ow
ard Jay P

hillips, 

ユ
ダ
ヤ
人
）

を
支
援
し
、
保
守
幹
部
会
議
（T

h
e C

onservative C
aucus, 

Ｔ
Ｃ
Ｃ
）
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を
創
設
さ
せ
た︶

9
︵

。
ポ
ー
ル
・
ウ
ェ
イ
リ
ッ
チ
（P

au
l M

ich
ael W

eyrich
, 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
）
は一
九
七
三
年
に
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
の

設
立
者
の
一
人
と
な
っ
た︶

10
︵

。
そ
し
て
ビ
グ
リ
ー
の
後
押
し
で
、
ウ
ェ
イ
リ
ッ
チ
は

自
由
議
会
存
続
委
員
会
（The C

om
m

ittee for the Survival of a Free 

C
ongress, 

Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
を
組
織
し
た︶

11
︵

。
こ
の
自
由
議
会
存
続
委
員
会
は
非
常

に
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
広
く
資
金
を
調
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ

れ
が
新
右
翼
の
萌
芽
期
の
草
の
根
団
体
に
と
っ
て
一
つ
の
起
点
と
も
な
っ
た
の
で

あ
る︶

12
︵

。
各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
ビ
グ
リ
ー
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
会
社
（
ビ
グ
リ
ー

社
）
を
利
用
し
、
ビ
グ
リ
ー
の
草
の
根
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
素
地
と
す
る
新

右
翼
グ
ル
ー
プ
が
成
長
し
て
いっ
た
の
で
あ
る
。こ
こ
に
宗
教
保
守
派
団
体
の﹁
モ

ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
﹂
も
加
わ
り
、
新
右
翼
は一
九
七
〇
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ

国
政
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
活
動
の
基
礎
を
鑑
み
れ
ば
、
こ

の
よ
う
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
草
の
根
運
動
と
い
う
大
衆
動
員
に
よ
る
と
こ
ろ

が
多
大
と
い
え
る
。

こ
の
草
の
根
運
動
は
左
翼
、
リ
ベ
ラ
ル
派
が
一
九
六
〇
年
代
に
繰
り
出
し
た

手
法
を
利
用
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
新
右
翼
の
反
妊
娠
中
絶
、
反
強
制

バ
ス
通
学
な
ど
の
草
の
根
運
動
は
、
左
翼
の
単
一
問
題
争
点
型
か
ら
ヒ
ン
ト
を

得
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
ラ
ル
フ
・
ネ
ー
ダ
ー
（R

alph 

N
ader

）
の
消
費
者
保
護
運
動
や
彼
の
組
織
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
シ
チ
ズ

ン
（P

ublic C
itizen

）、
自
然
環
境
保
護
の
シ
エ
ラ
ク
ラ
ブ
（Sierra C

lub

）

な
ど
の
市
民
系
団
体
に
よ
る
単
一問
題
争
点
型
の
大
衆
動
員
の
構
造
を
活
用
し

て
い
る
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
新
右
翼
が
行
う
各
種
の
社
会
問
題
で
の
大
連
合
、
す
な
わ
ち
共
和

党
・
民
主
党
両
党
に
ま
た
が
って
の
保
守
系
連
合
、
新
・
旧
教
や
宗
派
、
時
と

し
て
ユ
ダ
ヤ
人
を
内
包
す
る
な
ど
の
、
宗
教
・
宗
派
を
横
断
し
て
の
宗
教
保
守

連
合
を
組
織
し
た
点
も
特
色
と
い
え
る
。
こ
の
組
織
化
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
開
始
さ
れ
た
、
民
主
党
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン・

Ｄ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（F

ranklin D
elano R

oosevelt

）
に
よ
る
ニュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
連
合
の
仕
組
み
に
酷
似
し
て
い
る
と
も
見
え
る
。ル
ー
ズ
ベル
ト
は
ニュー

デ
ィ
ー
ル
政
策
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
一
九
三
六
年
の
選
挙
戦
で
は
、
奴

隷
解
放
に
尽
く
し
た
リ
ン
カ
ー
ン
の
所
属
し
た
共
和
党
を
支
持
す
る
黒
人
層

を
は
じ
め
と
し
、
都
市
労
働
者
、
移
民
と
いっ
た
低
所
得
層
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

か
ら
の
支
持
も
広
げ
て
いっ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
や
民

主
党
政
権
維
持
に
際
し
て
の
大
連
合
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
民
主
党
は
こ
れ

ま
で
主
に
農
民
層
を
支
持
基
盤
と
し
て
い
た
政
党
か
ら
、
大
都
市
の
労
働
者

を
も
支
持
基
盤
と
す
る
政
党
へ
と
変
貌
し
て
いっ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ニュー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
展
開
す
る
上
で
の
民
主
党
の
大
連
合
を
踏
ま
え

る
と
、
新
右
翼
も
ま
た
既
存
の
立
場
に
固
執
せ
ず
に
、
横
断
的
連
合
勢
力
の

結
成
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
、
組
織
化
に
至
っ
た
と
分
析
で
き
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
宗
教
右
翼
の
団
体
で
あ
る
﹁
モ
ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
﹂
に
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
団
体
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人
も
加
入
さ
せ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、一九
八
〇
年
、ロ
ナ
ル
ド・レ
ー
ガ
ン
（R

onald 

W
ilson R

eagan, 

共
和
党
）
の
大
統
領
選
出
に
お
い
て
は
、
前
回
の一九
七
六

年
大
統
領
選
挙
で
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
（Jam

es E
arl C

arter Jr., 

民
主
党
）

を
支
持
し
た
福
音
派
を
動
か
し
レ
ー
ガ
ン
支
持
に
向
け
さ
せ
て
い
る
。
加
え
て
、

政
治
無
関
心
層
を
選
挙
戦
に
活
用
す
る
た
め
政
治
に
引
き
込
ん
で
い
る
。
こ

の
た
め
、
下
層
中
産
階
級
、
労
働
者
階
級
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
か
ら
も
、
保
守
的
共
通
項
の
提
示
を
も
っ
て
新
右
翼
の
勢
力
に
加
え
よ
う

と
し
て
い
た
と
分
析
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
伝
統
的
な
ア
メ
リ
カ
保
守

主
義
者
で
あ
る
旧
式
の
右
翼
（
以
下
、
旧
右
翼
）
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
ま
た
大
企
業
寄
り
の
共
和
党
主
流
派
に
も
で
き
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
共
和
党
主
流
派
や
党
組
織
に
依
存
す

る
こ
と
な
く
、
直
接
有
権
者
に
接
触
し
、
意
見
提
示
す
る
手
段
が
拡
大
し
た
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こ
と
が
大
き
い
と
い
え
る
。
こ
れ
は
職
業
政
治
家
と
いっ
た
、
政
治
経
歴
が
な

い
者
で
も
大
衆
に
対
し
て
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
レ
ビ
、
新
聞

や
雑
誌
と
いっ
た
、
旧
来
の
マ
ス
コ
ミ
や
党
組
織
に
頼
ら
ず
に
選
挙
戦
を
行
え
る

こ
と
が
、
草
の
根
運
動
や
大
衆
運
動
の
長
所
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

点
も
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
検
証
す
る
上
で
着
目
す
べ
き
有
益
な
素
材

と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
新
右
翼
は
も
と
も
と
リ
ベ
ラ
ル
派
左
翼
の
編
み
出
し
た
政
治
手

法
を
巧
み
に
工
夫
し
、
保
守
的
宗
教・宗
派
あ
る
い
は
政
党・党
派
を
横
断
し
、

草
の
根
運
動
、
大
衆
運
動
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
狙
い
は
中
産
階
級
よ

り
下
位
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
階
級
は
、
ア
メ
リ
カ
が
製
造
業
を
中
心
と
す
る

第
二
次
産
業
社
会
か
ら
第
三
次
産
業
社
会
へ
の
移
行
が
進
む
中
、
産
業
構
造

の
変
動
に
対
処
で
き
ず
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
下
降
し
出
し
た
者
た
ち

と
い
え
る
。
ゆ
え
に
こ
の
点
、
共
和
党
の
主
流
派
や
伝
統
的
価
値
観
の
維
持

を
標
榜
す
る
旧
右
翼
と
も
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
新
右
翼
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
﹁
モ
ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
﹂
な
ど
と

いっ
た
宗
教
右
翼
と
同
様
に
、
下
層
中
産
階
級
以
下
に
対
象
の
焦
点
を
当
て

た
大
衆
指
向
性
の
強
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
社
会
疎
外
者
、
構
造
変

化
に
乗
れ
な
か
っ
た
者
、
白
人
で
あ
っ
て
も
低
所
得
者
、
中
・
低
学
歴
者
な
ど

が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
共
和
党
主
流
派
と
利
害
は一
致
せ
ず
、
時
と

し
て
対
立
機
運
を
孕
ん
で
い
る
。
一九
七
〇
年
代
に
新
右
翼
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と

し
て
抬
頭
し
た
の
は
、
産
業
背
景
・
文
化
背
景
、
さ
ら
に
は
共
和
党
支
持
層

内
で
の
対
立
が
絡
ん
で
い
た
と
い
え
る
。

　

新
右
翼
は
左
翼
政
策
へ
の
攻
撃
を
第
一
目
標
と
し
て
い
る
が
、
第
二
に
は
大

企
業
、
大
労
働
組
合
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
、
東
部
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
、
高

学
歴
エ
リ
ー
ト
層
な
ど
も
攻
撃
対
象
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
草
の
根
運
動

の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
左
翼
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
も
右
翼
の
エ
ス

タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
も
そ
の
両
者
と
も
相
容
れ
な
い
敵
と
み
な
す
、
と
い
え
よ

う
。
ゆ
え
に
こ
の
こ
と
か
ら
草
の
根
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
新
右
翼
は
、
保
守
系
の

社
会
運
動
の
政
策
実
現
で
同
志
と
な
る
は
ず
の
、
共
和
党
主
流
派
や
伝
統
保

守
派
の
旧
右
翼
と
も
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
共
和
党
主
流
派
の

多
く
は
東
部
出
身
者
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
大
企
業
寄
り
で
、
大
企
業

の
利
益
追
求
に
資
す
る
者
た
ち
で
あ
る
と
い
う
分
類
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
主
流
派
は
大
企
業
へ
の
政
府
介
入
や
規
制
強
化
に
は
反
対
し
、
そ
し
て
国

家
の
財
政
赤
字
の
解
消
を
掲
げ
、
財
政
の
健
全
化
を
標
榜
は
す
る
も
の
の
、

大
企
業
を
手
助
け
す
る
政
府
介
入
に
は
賛
同
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
外
交
上

も
覇
権
国
と
の
雪
解
け
に
お
お
む
ね
賛
成
す
る
。
こ
れ
ら
と
相
容
れ
な
い
政

策
志
向
を
と
る
草
の
根
運
動
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
素
地
と
す
る
新
右
翼
と
は
、

こ
の
よ
う
に
共
和
党
主
流
派
や
旧
右
翼
と
そ
も
そ
も
の
構
成
要
素
が
異
な
って

い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
新
右
翼
の
運
動
は
従
来
の
共
和
党
主
流
派
の
グ

ル
ー
プ
と
政
策
協
調
は
な
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
共
和
党
と
し
て
草
の

根
運
動
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
放
置
し
て
い
た
ら
、
共
和
党
本
体
が
打
撃
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
の
見
解
も
ま
た
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
議
会
も
元
来
単
一
争
点
の
社
会
問
題
に
関
心
は
薄
い
も
の
で
あ
っ
て
、

ま
た
共
和
党
主
流
派
は
大
企
業
寄
り
で
あ
り
、
か
つ
東
部
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ

ン
ト
寄
り
で
あ
る
こ
と
が
、
本
質
的
に
草
の
根
運
動
を
基
礎
と
す
る
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
に
は
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
察
で
き
る
。
仮
に
共
和
党
主
流

派
が
新
右
翼
を
そ
の
体
内
に
取
り
込
ん
だ
場
合
、
既
存
の
統
治
構
造
に
い
か

な
る
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
共
和
党
の
多
数
が
草
の
根
運
動
の
ト
ラ

ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
素
地
と
し
て
政
策
運
営
に
取
り
組
ん
だ
場
合
、
現
代

の
ア
メ
リ
カ
社
会
や
自
由
社
会
に
と
っ
て
い
か
な
る
自
由
主
義
的
効
果
が
あ
る

か
、
と
いっ
た
検
証
は
、
今
後
の
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
理
解
・
適
用
に

も
資
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
結
論
の
﹁
九
.
結
び
―
ト
ラ
ン

プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
現
代
的
位
置
と
法
哲
学
的
考
察
﹂
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
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カ
を
は
じ
め
先
進
諸
国
が
福
祉
国
家
化
、
中
央
指
令
型
化
、
大
き
な
政
府
化

す
る
現
代
的
国
家
変
容
期
の
な
か
で
、
消
極
的
自
由
を
い
か
に
維
持
し
て
い

く
か
、
と
い
う
自
由
論
と
し
て
論
考
さ
れ
る
。

三
．
新
右
翼
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
特
徴
と
分
析

一
九
七
〇
年
代
の
新
右
翼
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
批
判
的
、
懐
疑
的
で
あ
っ
た
の

が
、一九
六
四
年
の
共
和
党
大
統
領
選
挙
候
補
者
の
バ
リ
ー・ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

（B
arry M

orris G
oldw

ater
）
上
院
議
員
で
あ
っ
た
。
社
会
運
動
の
単
一
争

点
主
義
は
政
治
制
度
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
ル

ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
政
策
主
張
の
概
要
は
、
規
制
緩
和
の
経
済
政
策
、
小
さ
な
政

府
希
求
、
減
税
遂
行
、
同
盟
国
を
重
視
、
州
権
を
重
視
、
反
中
央
政
府
、

反
中
央
集
権
主
義
、
反
労
働
組
合
と
いっ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
よ
う
な
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
批
判
的
な
旧
右
翼
の
立
場
と
比
較
す
る
な
ら
、
新
右
翼
で
は
反

妊
娠
中
絶
、
反
公
立
学
校
祈
祷
禁
止
、
反
同
性
愛
、
反
強
制
バ
ス
通
学
、
反

Ｅ
Ｒ
Ａ
と
いっ
た
社
会
問
題
の
扱
い
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
。
旧
右
翼

は
大
衆
へ
の
懐
疑
を
伝
統
的
に
有
す
る
の
に
対
し
、
新
右
翼
は
大
衆
の
組
織

化
を
図
っ
て
い
る
点
こ
そ
が
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
旧
右
翼
は
大
衆

を
信
頼
性
が
欠
如
す
る
も
の
と
み
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に

大
衆
運
動
を
軸
と
す
る
新
右
翼
と
は
依
拠
す
る
対
象
が
全
く
相
違
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
新
右
翼
の
運
動
方
法
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
広
く

手
堅
く
支
持
層
を
拡
大
し
、
そ
の
動
員
対
象
は
下
層
中
産
階
級
以
下
に
定
め

て
い
た
こ
と
も
前
述
し
た
。
ま
た
、
外
交
上
も
旧
右
翼
は
ソ
連
と
の
軍
事
均

衡
を
求
め
る
が
、
新
右
翼
は
対
ソ
圧
倒
的
優
位
を
図
ろ
う
と
し
た
。
旧
右
翼

は
共
和
党
内
の
主
流
派
と
の
間
の
勢
力
構
図
か
ら
外
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
し

て
大
衆
の
組
織
化
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
も
、
新
右

翼
は
そ
の
支
持
者
の
階
層
・
文
化
背
景
か
ら
は
じ
ま
って
支
持
者
の
動
員
方
法

に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ま
で
の
保
守
政
治
の
政
党
運
営
の
仕
組
み
か
ら
大
き
く

逸
脱
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
ゆ
え
に
こ
の
点
を
特
に﹁
新
右
翼
は
文
化
上
、

戦
術
上
保
守
政
治
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る︶

13
︵

﹂
と
論
じ
て
い
る
の
も
相

当
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

新
右
翼
の
源
流
を
辿
る
な
ら
、
反
巨
大
政
府
、
反
エ
リ
ー
ト
、
反
公
民
権

運
動
を
掲
げ
、
一
九
六
六
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
レ
ス
（G

eorge C
orley 

W
allace Jr.

）
が
大
統
領
選
挙
に
出
馬
し
た
時
の
ア
メ
リ
カ
独
立
党
に
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。
特
徴
と
し
て
は
南
部
地
域
の
住
民
に
加
え
て
、
北
東
部
の
労

働
者
階
級
が
支
持
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一九
七
〇
年
代
に
も
こ
の
よ
う
な

労
働
者
階
級
が
反
エ
リ
ー
ト
を
標
榜
す
る
傾
向
は
拡
大
し
て
いっ
た
。
そ
の
後

は
下
層
中
産
階
級
に
お
い
て
も
社
会
不
満
が
広
が
っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
以
後
も
さ
ら
に
継
続
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
草
の
根
運
動
の
新
右
翼
は
、
こ
の
よ
う
な

ア
メ
リ
カ
国
民
の
中
で
の
下
層
中
産
階
級
や
労
働
者
階
級
の
不
満
を
受
け
容

れ
、
動
員
を
図
る
こ
と
を
戦
術
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
単
一
争
点

型
に
持
ち
込
み
、
反
大
き
な
政
府
、
反
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
、
反
左
翼
を

標
榜
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ビ
グ
リ
ー
は
大
企
業
、
大
銀
行
、
巨
大
メ
デ
ィ
ア
、
大
労
働
組
合
、
巨
大

化
し
た
連
邦
政
府
と
いっ
た
社
会
構
成
体
を
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
し
て
い
る
共
和

党
、民
主
党
で
の
区
分
を
せ
ず
に
、新
し
い
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
と
み
な
し
、

そ
の一
方
で
こ
れ
と
敵
対
す
る
、
疎
外
さ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
て
いっ
た
、
い
わ
ゆ

る
静
か
な
大
衆
た
ち
に
よ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
到
来
を
予
想
し
た
の
は
妥
当
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
製
造
業
に
就
業
し
て
い
て
、
情
報
化
社
会
や

金
融
社
会
に
適
応
で
き
な
い
階
層
、
か
つ
そ
の
製
造
業
自
体
が
衰
微
し
つつ
あ

る
現
実
、
白
人
で
あ
り
な
が
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
階
層
が一九
七
〇
年
代
以
降

大
量
に
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る︶

14
︵

。
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一
九
八
〇
年
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
当
選
に
新
右
翼
は
協
力
し
た
も
の
の
、
閣

僚
長
官
ポ
ス
ト
は
東
部
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
や
東
部
有
力
大
学
出
身
者
が

占
め
て
い
た
。
新
右
翼
の
素
地
と
す
る
、
疎
外
さ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
た
者
、
つ

ま
り
下
層
中
産
階
級
以
下
の
静
か
な
大
衆
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
反
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
時
に
は
既
成
政
党

に
反
対
す
る
新
右
翼
の
大
衆
運
動
の
立
場
が
一
層
浮
か
び
上
が
っ
た
と
も
い
え

る
だ
ろ
う
。
特
に
単
一
争
点
問
題
な
ど
の
社
会
問
題
を
扱
う
こ
と
が
こ
の
運
動

の
特
徴
で
あ
る
。
か
つ
て
の
伝
統
的
保
守・極
右
組
織
が
内
包
す
る
、反
ユ
ダ
ヤ・

反
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
条
と
も
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
宗
教
心
を
持
ち
、
あ
る

い
は
伝
統
的
価
値
観
を
有
し
、
か
つ
反
リ
ベ
ラ
ル
の
気
風
を
存
在
さ
せ
ら
れ
れ

ば
、
こ
の
種
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
今
後
も
宗
教
的
助
力
を
得
て
継
続
し
て
い
く

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
単
一
争
点
問
題
の
存
在
と
大
衆
運
動
を
助

力
す
る
団
体
の
存
否
こ
そ
、
今
後
の
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
推
移
と
興
亡

の
試
金
石
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

四
．
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
始
ま
り
と
影
響

二
〇
一
〇
年
ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
に
お
い
て
最
も
特
色
と
な
っ
た
こ
と
は
、
保

守
派
の
大
衆
運
動
で
あ
る
二
〇
〇
九
年
隆
盛
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
影

響
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る︶

15
︵

。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
支
援
で
当
時
の
野

党
共
和
党
が
大
き
く
議
席
を
伸
ば
し
た
。
連
邦
上
院
で
は
定
数
一
〇
〇
議
席

中
、
共
和
党
は
四
十
一
議
席
か
ら
四
十
七
議
席
（
無
所
属
が
二
議
席
）
に
な

り
、
民
主
党
は
過
半
数
の
五
一
議
席
を
辛
う
じ
て
維
持
し
た
も
の
の
、
下
院
で

は
定
数
四
三
五
議
席
中
、
共
和
党
は一七
九
議
席
か
ら
二
四
二
議
席
へ
と
躍
進

し
過
半
数
を
確
保
し
、
民
主
党
は
二
五
六
議
席
か
ら一九
三
議
席
に
減
ら
し
て

い
る
。

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
バ
ラ
ク
・
オ
バマ
（B

arack O
bam

a

）
政
権
誕

生
後
か
ら
拡
大
し
た
草
の
根
運
動
で
あ
り
、
一
七
七
三
年
の
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事

件
と
﹁
税
金
は
も
う
こ
れ
以
上
た
く
さ
ん
で
あ
る
﹂"T

axed E
nough 

A
lready

″の
頭
文
字
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
）
か
ら
来
て
い
る
。
こ
の
運
動
は
小
さ
な
政

府
を
志
向
し
、
オ
バマ
政
権
の
経
済
政
策
や
医
療
保
険
制
度
改
革
への
反
対
を

唱
え
、ア
メ
リ
カ
全
土
に
拡
大
し
た
。
主
な
支
持
層
は
、白
人
中
間
層
で
あ
り
、

共
和
党
支
持
者
が
五
十
四
％
、
中
産
階
級
が
五
十
％
、
教
育
水
準
で
は
大
学

卒
（
二
十
六
％
）
と
大
学
教
育
履
修
者
（
三
十
三
％
）
を
併
せ
て
五
十
九
％

と
な
る
な
ど
、
経
済
的
に
も
教
育
的
に
も
中
産
階
級
の
特
色
を
示
し
て
い
る︶

16
︵
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こ
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
オ
バマ
政
権
の
医
療
保
険
制
度
改
革
や
積
極
財

政
型
の
経
済
政
策
に
反
対
し
て
お
り
、
民
主
党
に
反
対
す
る
の
み
な
ら
ず
、

共
和
党
内
の
医
療
保
険
制
度
改
革
へ
の
同
調
派
に
も
反
対
し
て
い
る
点
が
特

徴
と
い
え
る
。

振
り
返
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
史
を
辿
る
と
周
期
的
に
民
衆
運
動
が
発

生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
運
動
に
お
い
て
は
既
得
権
益
を
保
持
す
る
エ
ス
タ

ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
に
反
対
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
ま
た
こ
の
運
動
は

右
翼
と
左
翼
の
両
者
か
ら
表
出
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
運
動
の
目
標
自
体
が
明

確
に
相
違
し
て
い
る
。
右
翼
（
保
守
）
は
政
府
、
特
に
連
邦
政
府
が
問
題
と

見
な
し
、
連
邦
政
府
の
政
策
に
す
が
る
こ
と
は
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
主
張
す

る
。
こ
れ
に
対
し
、
左
翼
は
連
邦
政
府
が
経
済
政
策
に
積
極
的
に
介
入
し
て

解
決
を
図
る
べ
き
だ
と
提
唱
す
る
傾
向
が
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
拡
大
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
、
民
主
党
を
批
判
す
る
の

み
な
ら
ず
、
共
和
党
の
中
道
派
を
も
批
判
し
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
党
派
を
超

え
た
大
連
合
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
大
連
合
と
い
う
形
で
見
る

と
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
や
一
九
七
〇
年
代
の
新
右
翼
に
よ
る
草
の
根
運
動
と

類
似
点
を
指
摘
で
き
る
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
右
翼
の
大

衆
反
乱
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
大
き
な
動
き
の一つ
と
し
て
評
価
で
き
る

し
、
今
後
も
大
き
な
運
動
と
し
て
活
力
を
維
持
す
る
と
分
析
す
る
議
論
も
あ
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る︶
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。
こ
れ
は
大
衆
右
翼
の
大
衆
運
動
と
し
て
動
向
は
注
目
で
き
る
。
運
動
の

広
が
り
と
支
援
体
制
な
ど
が
従
来
の
草
の
根
運
動
の
規
模
を
超
え
て
全
米
に

波
及
し
、
多
数
の
組
織
が
関
与
し
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
医
療
保
険
制
度
改

革
論
争
を
軸
と
し
、
小
さ
な
政
府
を
追
求
す
る
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
運
動
に

限
定
す
る
な
ら
、
こ
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
や
が
て
収
束
し
て
い
き
、
下

層
中
産
階
級
の
大
衆
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
、
財
政
出
動
型
の
政
策
追
求
への
展

開
や
他
の
単
一
争
点
型
の
政
策
追
求
への
移
行
も
あ
り
う
る
。
現
に
ト
ラ
ン
プ

型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
は
そ
の
よ
う
に
公
共
事
業
に
よ
る
積
極
財
政
型
を
否
定
し

て
い
な
い
運
動
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
移
民
問
題
こ
そ
が
強
力
な
単
一
争
点
で

あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
核
心
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
、
民
主
党
を
敵
対
勢
力
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
共
和
党
内

の
オ
バマ
ケ
ア
に
一
定
の
理
解
を
示
し
た
勢
力
に
対
し
て
も
批
判
の
矛
先
を
向

け
て
い
た
。
言
う
な
れ
ば
、ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
財
政
論
の
み
で
考
え
る
よ
り
も
、

大
衆
の
運
動
要
素
と
し
て
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
の
既
得
シ
ス
テ
ム
に
反
対
を

表
明
す
る
行
為
を
含
め
て
捉
え
た
ほ
う
が
実
像
に
迫
れ
る
の
だ
ろ
う
。
大
衆

に
よ
る
怨
嗟
と
不
満
の
表
出
、
そ
し
て
単
純
な
単
一
的
社
会
問
題
を
対
象
と
し

て
い
る
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五
．�一
九
七
〇
年
代
新
右
翼
運
動
や
二
〇
〇
九
年
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

運
動
と
比
較
し
た
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
論
考

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
運
動
と
も
い
え
る
し
、
反
エ
ス
タ

ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
の
活
動
と
も
い
え
る
し
、
広
が
り
あ
る
伝
統
的
な
大
衆
運
動

と
も
い
え
る
。
で
は
こ
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
か
ら
そ
の
系
譜
上
に
ト
ラ
ン

プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
生
じ
、
発
展
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
と
は
分
離
で
き
、
た
だ
大
衆
運
動
の
慣
性
力
が
主
体

と
な
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
ト
ラ
ン
プ
型
政
策
の
本
質
的
理
解
に
資
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
た
め
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
こ
の
際
に
、
一九
七
〇
年

代
以
降
、
萌
芽
的
な
存
在
か
ら
顕
著
な
存
在
へ
と
変
貌
し
た
、
ア
メ
リ
カ
国

民
の
分
極
化
・
分
断
化
や
不
安
定
性
、
あ
る
い
は
過
度
な
福
祉
国
家
の
も
と

発
生
し
た
ガ
バ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
危
機︶

18
︵

、
そ
し
て
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
る
、

ア
メ
リ
カ
国
民
の
直
面
し
て
い
る
現
実
に
も
着
目
し
つつ
、
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
。

こ
こ
で
一
つ
の
検
証
方
法
と
し
て
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
を
ト
ラ
ン
プ
現

象
と
直
に
結
び
付
け
、意
図
的
に
収
斂
さ
せ
る
必
要
性
は
な
く
、む
し
ろ
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
現
象
と
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
草
の
根
運
動
は
左
翼
の
み

な
ら
ず
右
翼
の
側
で
も
発
生
す
る
と
い
う
政
治
文
化
の
一
つ
を
示
し
た
事
例
に

過
ぎ
な
い
と
捉
え
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
端
的
に
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う

右
翼
運
動
か
ら
直
接
的
に
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
帰
結
さ
せ
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
他
の
要
因
か
ら
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
と
の
視
点
で
検
討
を
し
て
い
く
。
確
か
に
両
者
で

依
拠
し
て
い
る
大
衆
性
そ
れ
自
体
は
酷
似
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
ア
メ
リ
カ
の
分
断
と
い
う
急
務
の
社
会
問
題
を
背

景
に
し
た
社
会
運
動
型
に
し
て
い
る
。
草
の
根
と
大
衆
と
い
う
一
面
で
は
類
似

し
て
い
る
が
、一九
七
〇
年
代
の
新
右
翼
や
、
二
〇
〇
九
年
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

運
動
と
は
社
会
背
景
と
基
盤
が
大
き
く
相
違
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
枠
組
み
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
一
九
七
〇
年
代
の
新
右
翼

運
動
の
時
点
と
比
較
し
て
、
多
様
性
、
公
平
性
、
包
摂
性
な
ど
の
積
極
的
自

由
の
概
念
が
社
会
的
正
義
と
し
て
ア
メ
リ
カ
社
会
に
鋭
く
、
深
く
入
り
込
ん
で

い
る
現
代
と
は
や
は
り
大
き
く
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
現
時
点
の
こ
の
よ
う
な
社

会
的
正
義
が
蔓
延
す
る
社
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
イ
ン
ド
を
持
た
な
い
者
、

英
米
的
価
値
観
・
法
思
想
を
持
た
な
い
者
の
移
民
と
し
て
の
流
入
を
阻
止
す

る
な
ど
の
主
張
は
、
文
化
多
様
性
や
法
規
上
か
ら
積
極
的
に
述
べ
る
こ
と
が
で
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き
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
治
安
悪
化
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
雇
用
機
会

剥
奪
、
ま
た
は
自
国
民
給
与
の
低
水
準
化
な
ど
の
問
題
と
絡
め
て
論
ぜ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
福
祉
国
家
化
し
た
自
由
社
会
諸
国
の

実
際
に
み
ら
れ
る
福
祉
政
策
と
小
さ
な
政
府
・
消
極
的
自
由
追
求
の
理
念
と

の
乖
離
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。
小
さ
な
政
府
を
は
じ
め
と
し
、
自
国
文
化
保

持
の
理
念
も
将
来
に
お
い
て
達
成
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
険
路
な
も
の
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
あ
え
て
逆
行
す
る
よ
う

に
自
由
社
会
の
理
念
の
追
求
が
あ
っ
て
も
首
肯
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
消
極
的
自
由
の
理
念
を
基
礎
と
し
構
成
さ
れ
る
英
米
系
自
由
主

義
の
擁
護
な
ど
は
次
第
に
考
慮
さ
れ
ず
、
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
危
惧
が
あ
る
。

よ
っ
て
移
民
問
題
を
治
安
や
経
済
面
か
ら
の
み
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
自
国
文

化
保
持
、
英
米
系
自
由
・
法
の
支
配
の
擁
護
、
小
さ
な
政
府
の
希
求
、
消
極

的
自
由
の
尊
重
、
な
ど
を
常
に
持
ち
出
し
提
唱
し
続
け
る
こ
と
も
許
容
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
を
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る
と
し
て
提
唱
し
続
け
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

確
か
に
国
内
法
、
あ
る
い
は
国
際
法
上
の
、
文
化
多
様
性
、
差
別
禁
止
な

ど
の
面
か
ら
、
移
民
問
題
が
治
安
や
経
済
問
題
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
い
か
ね
な

い
。
そ
う
で
あ
る
も
の
の
、
あ
え
て
社
会
問
題
に
か
か
わ
る
移
民
に
つ
い
て
、

自
国
の
文
化
・
精
神
、
宗
教
、
法
思
想
、
自
由
主
義
、
英
米
系
国
際
法
秩

序
を
そ
の
受
け
容
れ
基
準
と
し
て
加
え
て
も
よ
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
図
ら

ず
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
や
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
我
々
に
先
達
と
し
て
示

し
、
政
策
上
の
教
訓
と
し
て
残
し
て
く
れ
た
と
い
え
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
を
自

由
社
会
の
維
持
に
活
用
で
き
る
か
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
ト

ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
、
大
衆
熱
狂
型
と
い
う
扱
い
に
収
斂
さ
せ
ら
れ
ず
、

単
な
る
草
の
根
・
大
衆
運
動
と
い
う
も
の
に
も
収
斂
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

現
代
ア
メ
リ
カ
の
社
会
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
の
特
異

の
位
置
を
占
め
る
社
会
問
題
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、一九
七
〇
年

代
の
社
会
問
題
を
扱
っ
た
新
右
翼
と
は
形
式
上
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
思
想

背
景
に
お
い
て
は
変
貌
が
大
き
く
、
異
な
る
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、
主
に
財

政
論
に
終
始
し
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
と
も
異
な
る
位
置
に
あ
る
と
考
え

る
。
一
九
七
〇
年
代
の
新
右
翼
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
時
代
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
分

断
は
顕
著
で
な
く
、
文
化
多
様
性
は
自
生
的
秩
序
内
への
取
り
込
み
が
弱
く
、

萌
芽
的
な
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
で
は
大
衆
動
員

は
見
ら
れ
た
が
、
ま
た
保
守
的
運
動
で
は
あ
っ
た
が
、
財
政
問
題
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
た
め
、
一
般
の
社
会
問
題
への
考
慮
が
乏
し
か
っ
た
。
ゆ
え
に
こ
れ

ら
は
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
と
の
因
果
性
、
直
結
性
の
程
度
は
弱
い
と

み
な
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
、
一
九
七
〇

年
代
の
い
ま
だ
多
様
性
、
公
平
性
、
包
摂
性
が
途
上
で
あ
っ
た
時
期
の
新
右
翼

の
誕
生
、
目
的
そ
し
て
運
動
と
も
、
二
〇
〇
九
年
の
財
政
規
律
を
求
め
る
全

米
的
草
の
根
の
広
が
り
を
見
せ
た
小
さ
な
政
府
志
向
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運

動
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
両
者
い
ず
れ
に
も
分
類
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
の
独
自
の
地
位
を
示
す
社
会
問
題
争
点
型
の

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
二
〇
一
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
英

米
系
自
由
主
義
・
法
思
想
と
相
反
す
る
多
様
性
、
公
平
性
、
包
摂
性
な
ど
の

合
理
主
義
思
想
が
急
速
に
多
数
介
入
し
旧
来
の
自
生
的
秩
序
が
揺
ら
い
で
い

る
時
期
で
あ
る
こ
と
、
人
種
別
人
口
比
、
産
業
構
造
か
ら
ア
メ
リ
カ
社
会
内

で
国
内
分
断
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

六
．�

ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
政
策
に
み
ら
れ
る
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
背
景
と
論
点
の
所
在　

ト
ラ
ン
プ
は
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
、
す
な
わ
ち
自
国
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義

を
一
期
目
の
大
統
領
選
挙
中
か
ら
掲
げ
、
当
選
し
た
。﹁
こ
の
瞬
間
か
ら
ア
メ

リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
な
る
。
通
商
、
税
金
、
移
民
、
外
交
と
いっ
た
事
柄
は
、
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ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
た
ち
と
ア
メ
リ
カ
の
家
族
た
ち
に
利
益
が
あ
る
よ
う
決
め

ら
れ
て
い
く︶

19
︵

﹂
な
ど
の
大
統
領
就
任
演
説
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

の
政
策
や
政
治
運
動
は
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
も
形
容
で
き
る
。
こ
の

章
で
は
移
民
、
外
交
政
策
を
軸
に
こ
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
政
策
を
具
体

的
に
検
討
す
る
過
程
で
、
こ
れ
に
込
め
ら
れ
た
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
分

析
し
て
い
く
。
ト
ラ
ン
プ
を
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
政
治
家
と
み
な
す
理

由
の一つ
と
し
て
、
保
守
的
側
面
（
移
民
政
策
の
厳
格
運
用
）
と
リ
ベ
ラ
ル
的

側
面
（
保
護
貿
易
の
推
進
）、
さ
ら
に
は
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
的
側
面
（
コ
ス
ト
重

視
の
不
介
入
主
義
外
交
の
展
開
）
な
ど
左
右
に
ぶ
れ
る
多
様
な
特
徴
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
ト
ラ
ン
プ
自
身
が
、
移
民
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
し

て
こ
れ
を
単
一
争
点
の
社
会
問
題
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
加
え
て
、
東
部
エ

ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
の
象
徴
の一つ
で
あ
る
ウ
ォ
ー
ル
街
や
ワ
シ
ン
ト
ン
政
界
を

も
反
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
の
姿
勢
で
難
詰
す
る
と
い
う
草
の
根
運
動
的
特

徴
を
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、﹁
あ
ま
り
も
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
国

の
首
都
の
少
数
の
グ
ル
ー
プ
が
政
府
の
利
得
を
享
受
し
、
国
民
は
そ
の
負
担
を

し
て
い
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
繁
栄
し
た
が
、
国
民
は
そ
の
富
を
分
か
ち
合
え
な

か
っ
た
。
政
治
家
は
繁
栄
し
た
が
、
仕
事
は
去
り
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
エ
ス

タ
ブ
リ
ッ
シ
ュメ
ン
ト
は
自
分
た
ち
を
守
っ
た
が
、
わ
が
国
民
を
守
る
こ
と
は
な

か
っ
た︶

20
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﹂
な
ど
の
見
解
に
も
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、

ト
ラ
ン
プ
を
共
和
党
所
属
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
保
守
主
義
政
治
家
と
呼
称
で

き
な
い
理
由
が
あ
る
。
実
際
ト
ラ
ン
プ
は
一
期
目
政
権
時
に
、
所
得
税
や
法

人
税
の
減
税
を
提
唱
・
実
行
し
た
こ
と
な
ど
、
小
さ
な
政
府
論
者
と
思
え
る

政
策
を
推
進
し
た
。
そ
の一
方
で
、
公
共
事
業
の
拡
充
を
訴
え
る
な
ど
大
き

な
政
府
の
役
割
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
た
。
二
期
目
政
権
（
二
〇
二
五
年
－
）

発
足
に
際
し
て
も
、
政
府
効
率
化
省
（D

epartm
ent of G

overnm
ent 

E
fficiency, 

Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
）
の
設
置
な
ど
小
さ
な
政
府
の
方
向
を
追
求
し
て
は

い
る︶
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。
す
な
わ
ち
、
小
さ
な
政
府
追
求
や
財
産
権
擁
護
、
自
由
競
争
の
促
進

と
いっ
た
自
由
市
場
シ
ス
テ
ム
へ
の
同
意
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
に
お

い
て
は
公
共
事
業
の
推
進
な
ど
大
き
な
政
府
政
策
を
併
用
す
る
と
こ
ろ
に
、
ト

ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
特
質
と
し
て
注
目
で
き
る
。
そ
し
て
や
は
り
、
最
も

大
き
な
特
徴
と
は一
九
七
〇
年
代
の
新
右
翼
の
よ
う
な
単
一
争
点
型
社
会
問

題
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
端
的
な
事
例
が
移
民
問
題
と
外
交
問

題
で
あ
り
、
そ
の
政
策
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
移
民
政
策

ト
ラ
ン
プ
移
民
政
策
で
は
、
①
国
境
を
封
鎖
し
移
民
の
侵
入
を
阻
止
す
る

こ
と
（
国
境
の
壁
完
成
、
移
民
法
執
行
機
関
の
拡
大
、
国
境
監
視
強
化
、
軍

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
南
部
国
境
の
警
備
）、
②
米
国
史
上
最
大
の
強
制
送
還
作
戦

を
実
行
す
る
こ
と
、
③
移
民
犯
罪
の
蔓
延
を
阻
止
す
る
こ
と
を
"
速
や
か
に

達
成
す
る
二
十
の
約
束︶

22
︵

"
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
付
随
的
に
、
入
国
審
査
を

強
化
し
、
不
法
入
国
と
、
ビ
ザ
期
限
切
れ
の
不
法
滞
在
に
対
す
る
罰
則
を
強

化
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
不
法
移
民
の
厳
格
な
取
締
り
や
不
法
移
民
の
強
制
送
還

は
実
行
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
反
ト
ラ
ン
プ
政
策
の
議
論
が
あ
る
。
例
え
ば
、

二
〇
二一
年
か
ら
二
〇
二
五
年
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
（Joe B

iden, 

民
主
党
）

政
権
は
不
法
移
民
への
寛
容
な
政
策
を
打
ち
出
し
、
こ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
国

内
への
記
録
的
な
不
法
移
民
の
流
入
を
招
い
た︶

23
︵

。

こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
一
般
通
商
行
為
と
し
て
の
輸
入
に
お
い
て
、
非
合
法
品

（
代
表
例
と
し
て
ア
ヘ
ン
（
麻
薬
））
と
合
法
品
（
代
表
例
と
し
て
衣
料
品
）

を
素
材
に
考
察
し
て
い
く
。
不
法
移
民
―
ア
ヘ
ン
、
合
法
移
民
―
衣
料
品
と

し
て
こ
の
移
民
問
題
を
考
察
し
て
み
る
。

ア
メ
リ
カ
は
ア
ヘ
ン
を
規
制
物
質
法
に
基
づ
い
て
輸
入
禁
止
に
で
き
る
。で
は
、

こ
の
ア
ヘ
ン
と
同
じ
く
、
非
合
法
の
不
法
移
民
の
輸
入
（
流
入
）
も
阻
止
し
て

は
い
け
な
い
の
か
。
違
法
輸
入
品
で
あ
る
ア
ヘ
ン
の
流
入
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
意
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思
で
拒
否
で
き
る
が
、
違
法
入
国
者
た
る
不
法
移
民
の
流
入
を
ア
メ
リ
カ
政

府
は
拒
否
が
で
き
な
い
、
と
い
う
法
学
議
論
は
果
た
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
。

さ
ら
に
、
不
法
で
な
い
移
民
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
衣

料
品
と
し
て
綿
製
シ
ャ
ツ
製
品
な
ど
の
流
入
に
つ
い
て
、
通
商
上
流
入
規
制
を

構
築
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
日
米
間
に
は一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代

ま
で
繊
維
貿
易
摩
擦
が
あ
っ
た
。
一九
五
五
年
に
製
品
単
価
が
約
１
ド
ル
の﹁
ワ

ン
ダ
ラ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
﹂
と
呼
称
さ
れ
た
日
本
製
の
綿
製
品
の
輸
入
急
増
に
対
し
、

ア
メ
リ
カ
繊
維
業
界
が
対
日
輸
入
制
限
運
動
を
展
開
し
た︶

24
︵

。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
側
の
独
自
の一
方
的
輸
入
制
限
措
置
を
回
避
す
る
た
め

に
、
一
九
五
六
年
に
対
米
綿
製
品
輸
出
調
整
措
置
を
行
っ
た︶

25
︵

。
こ
の
時
ア
メ
リ

カ
は
実
行
し
よ
う
と
思
え
ば
独
自
で
日
本
製
綿
製
品
の
輸
入
規
制
が
な
し
え

た
の
で
あ
る
。
現
在
は
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
規
定
で
輸
入
規
制
や

自
主
規
制
要
求
が
困
難
と
い
う
な
ら
ば
、
関
税
で
流
入
を
制
限
す
る
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
保
護
主
義
的
な
通
商
政
策
と
し
て
関
税
の
活
用
が
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
敷
衍
す
る
な
ら
、
一
般
移
民
の
流
入
に
も
規
制
・
基
準

を
設
け
る
保
護
主
義
的
な
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
は
主
権
国
家
の
権
限
行
使

の
範
疇
と
な
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
主
権
を
有
す
る
一
国
で
あ
っ
て
、
世

界
の
公
園
で
は
な
い
。
人
種
差
別
に
繋
が
る
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
移
民
規
制
を
し

て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
ど
こ
に
そ
の
論
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
移
民
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
や
、
い
か
な
る
資
格
・
能
力
を
有

す
る
か
の
基
準
で
移
民
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
そ
の
主
権
国
家
の
管
轄

権
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
英
米
系
自
由
主
義
社
会
に
入
る
な
ら
、
そ
の
文
化
を
受
容
す
る
義

務
が
あ
る
と
定
め
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
英
語
、
英
米
系
自

由
主
義
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
以
降
の
法
思
想
や
法
の
支
配
の
法
思
想
を
受
容
す

る
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
基
準
設
定
も
そ
の
国
家
の
管
轄
権
の一つ
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
政
策
の
実
行
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ト
ラ
ン
プ
移
民
政
策
の
も
う
一つ
の
論
拠
と
も
な
っ
て
い
る
、
不
法
移
民
に
よ

る
治
安
悪
化
と
社
会
福
祉
増
大
を
防
止
す
る
た
め
と
す
る
理
由
づ
け
と
は
、

こ
れ
は
い
わ
ば
不
法
移
民
と
い
う
対
象
への
社
会
福
祉
政
策
に
異
議
を
唱
え
る

も
の
で
も
あ
り
、
反
過
剰
福
祉
と
い
う
小
さ
な
政
府
希
求
の
な
か
の
一
種
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
社
会
問
題
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
反
福
祉
政
策
、
小
さ
な
政
府

論
が
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
ト
ラ
ン
プ
政
策
の
移
民
論
点
に
つ

い
て
は
、
小
さ
な
政
府
追
求
に
も
関
係
す
る
も
の
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
も
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
お

い
て
は
、
保
守
系
（
小
さ
な
政
府
系
）
も
あ
れ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
系
（
大
き
な
政

府
系
）
も
あ
る
。
こ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
小
さ
な
政
府
志
向
が
あ
る
こ

と
は
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
で
も
確
認
で
き
た
が
、
こ
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

運
動
の
系
譜
の
み
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
で
は
な
い
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動

と
同
様
、
他
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
は
、
大
衆
運
動
か
ら
湧
き
上
が
る
も
の
で
、

保
守
系
も
リ
ベ
ラ
ル
系
も
存
在
す
る
、
ま
た
は
自
国
文
化
保
持
要
求
も
あ
れ

ば
財
政
的
要
求
、
治
安
的
要
求
の
側
面
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
政
策
は
再
確

認
さ
せ
て
く
れ
た
。
移
民
政
策
は
ア
メ
リ
カ
国
家
や
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
イ
ン
ド
を

擁
護
す
る
保
守
的
運
動
と
も
い
え
る
し
、
コ
ス
ト
意
識
か
ら
、
小
さ
な
政
府

論
か
ら
も
論
じ
ら
れ
、
雇
用
面
か
ら
も
治
安
面
か
ら
も
論
じ
ら
れ
る
。
確
か

に
人
権
擁
護
、
移
民
保
護
的
な
、
リ
ベ
ラ
ル
的
政
策
が
理
念
と
し
て
ア
メ
リ
カ

で
は
定
着
し
つつ
あ
る
だ
ろ
う
。
現
在
は
そ
れ
が
自
生
的
秩
序
に
組
み
込
ま
れ

つつ
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
流
れ
に
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
反
駁
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
今
は
両
者
の
﹁
せ
め
ぎ
合
い
の
時
代
﹂
で
あ
り
、
両
者
が
表

出
し
拮
抗
し
、
対
立
し
て
い
る
状
況
と
い
え
る
。
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ・フ
ァ
ー

ス
ト
政
策
は
こ
の
点
を
我
々
に
明
解
に
示
し
て
く
れ
た
と
い
え
る
。
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（
2
）
外
交
政
策

　

ト
ラ
ン
プ
は
、﹁
コ
ス
ト
削
減
の
中
立
・
不
介
入
主
義
﹂
の
外
交
政
策
を
推

進
し
た
。
こ
の
外
交
方
針
を
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
、

一
期
目
選
挙
戦
、
そ
し
て
大
統
領
一
期
目
在
任
時
、
さ
ら
に
は
二
期
目
選
挙

戦
、
そ
し
て
大
統
領
二
期
目
在
任
時
に
お
い
て
も
提
唱
し
適
用
し
て
き
た
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
概
ね
、
ア
メ
リ
カ
が
外
交
上
、
孤
立
主
義
に
立
脚

す
る
と
喧
伝
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で

い
う
孤
立
主
義
と
は
単
独
主
義
と
不
介
入
主
義
を
意
味
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
外
交
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
に
関
し
、
特
に
第
二
次
世
界

大
戦
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
の
歴
史
を
概
観
し
、
ア
メ
リ
カ
の
孤

立
主
義
と
の
関
係
性
を
見
い
出
す
な
か
で
、
ト
ラ
ン
プ
型
外
交
に
お
け
る
社
会

問
題
型
ポ
ピュリ
ズ
ム
か
ら
敷
衍
さ
れ
る
本
質
的
課
題
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

孤
立
主
義
外
交
と
は
、
単
独
主
義
（unilateralism

）
と
不
介
入
主
義

（non-interventionism

）
を
通
常
組
み
合
わ
せ
て
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
単
独
主
義
と
は
外
国
と
の
同
盟
締
結
を
忌
避
す
る
外
交
方
針
を
掲

げ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
不
介
入
主
義
を
遂
行
す
る
に
は
主
と
し
て

以
下
の
三
種
類
の
義
務
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
中
立
国
が
交
戦
国
に
軍
事
的

支
援
を
し
て
は
な
ら
な
い
避
止
義
務
、
中
立
国
は
交
戦
国
が
行
う
戦
争
遂
行

の
過
程
に
お
い
て
、
一
定
の
不
利
益
を
受
け
て
も
黙
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

黙
認
義
務
、
中
立
国
は
自
国
の
領
域
を
交
戦
国
に
利
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

防
止
義
務
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
特
に
避
止
義
務
が
重
要
と
な
る
。
孤

立
主
義
外
交
を
採
用
す
る
と
、
他
国
と
軍
事
連
携
を
避
け
て
単
独
で
自
国
防

衛
を
す
る
た
め
、
通
例
ス
イ
ス
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
重
武
装
の
中
立
国
家
と
な

る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
外
交
と
は
純
粋
な
意
味
の
単
独
主
義
や
不
介
入
主
義
で
は
な
く
、
ア
メ
リ

カ
の
世
界
関
与
の
割
合
を
低
下
さ
せ
う
る
外
交
政
策
に
対
し
て
の
解
釈
表
現

の
一
種
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
不
介
入
主
義
外
交
に
つ
い
て
、
一
九
八
一

年
か
ら
一
九
八
九
年
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
期
の
外
交
と
比
較
し
考
察
し
た
い
。

レ
ー
ガ
ン
期
に
採
用
さ
れ
た
政
策
の
多
く
が
ネ
オ
コ
ン
サ
バ
テ
ィ
ブ
（
ネ
オ
コ
ン
）

と
呼
称
さ
れ
る
一
派
の
提
唱
す
る
軍
事
・
外
交
政
策
で
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も

こ
の
ネ
オ
コ
ン
派
と
は一
九
七
〇
年
代
に
民
主
党
タ
カ
派
に
所
属
し
て
い
た
の
で

あ
る
。そ
の
当
時
の
共
和
党
で
は
ニ
ク
ソ
ン
や
ヘン
リ
ー・キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー（H

enry 

A
lfred K

issinger

）
の
デ
タ
ン
ト
外
交
と
い
う
名
の
米
ソ
共
存
、
緊
張
緩
和

が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
不
満
の
あ
る
ネ
オ
コ
ン
派
は
民
主
党
か
ら
共

和
党
へ
所
属
を
移
り
、
や
が
て
共
和
党
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
外
交
・
軍
事
政
策
を

支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ネ
オ
コ
ン
は
世
界
介
入
型
で
あ
って
、
世
界
秩
序

の
維
持
と
自
由
、
民
主
主
義
、
英
米
系
の
法
秩
序
、
法
の
支
配
を
普
及
さ
せ

る
た
め
ア
メ
リ
カ
の
道
義
的
な
責
任
を
世
界
で
果
た
す
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た

め
の
理
念
を
標
榜
す
る
こ
と
、
加
え
て
武
力
行
使
を
辞
さ
な
い
こ
と
な
ど
を

掲
げ
て
い
た
。

こ
れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
伴
う
ト
ラ
ン
プ
外
交
政
策
で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
で
の
役
割
や
、
あ
る
い
は
価
値
や
理
念
を
提
示
で
き
て

い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
単
独
主
義
の
外
交
を
標
榜
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
英
米

系
の
自
由
主
義
、
法
の
支
配
の
価
値
を
普
及
さ
せ
る
指
導
力
や
責
任
を
等
閑

視
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
た
め
道
義
の
な
い
孤
立
主
義
を
伴
っ

て
も
い
る
。
こ
れ
は
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
離
脱
宣

言
や
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
解
体
示
唆
、
さ
ら
に
は
親
露
外
交

路
線
な
ど
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
た
し
か
に
、
オ
バマ
政
権
時
に
縮
小
さ
れ

た
軍
事
予
算
を
拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、
西
側
と
の
国
際
協
調
を
重
要
視
す

る
こ
と
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、ト
ラ
ン
プ
の﹁
力
に
よ
る
平
和
﹂と
は
、レ
ー

ガ
ン
期
の
そ
の
フ
レ
ー
ズ
の
内
容
と
は
大
い
に
異
な
って
レ
ー
ガ
ン
外
交
と
は
極
め

て
相
違
す
る
も
の
と
な
って
い
る
。
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七
．�

英
米
系
の
自
由
な
国
際
秩
序
と
ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
の
関
係
考
察

ト
ラ
ン
プ
一
期
目
政
権
時
に
は
、
英
米
的
な
自
由
な
法
秩
序
、
す
な
わ
ち

英
米
が
築
い
た
国
際
秩
序
を
破
壊
や
毀
損
し
よ
う
と
す
る
覇
権
国
家
（
主
に

ロ
シ
ア
）
に
対
す
る
抑
止
が
揺
ら
い
で
い
た
。

自
由
な
法
秩
序
の
例
と
し
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の一九
四
〇
年
代
後

半
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
先
導
し
て
お
こ
な
っ
た
次
の
項
目
が
参
考
に
な
る
。
一.
市

場
の
自
由
開
放
、
二
.
経
済
の
安
定
と
社
会
的
保
護
、
三
.
多
国
間
に
お
け

る
制
度
的
協
力
、
四
.
共
同
安
全
保
障
、
五
.
欧
米
民
主
主
義
国
間
の
連
帯

強
化
、
六
.
人
権
と
進
歩
的
な
改
良
、
七
.ア
メ
リ
カ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
基

礎
と
し
て
構
築
さ
れ
た
国
際
秩
序︶

26
︵

な
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
七
年
か
ら
の
世
界
金
融
危
機
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

伴
う
ア
メ
リ
カ
社
会
の
貧
富
の
格
差
拡
大
、
下
層
中
産
階
級
の
不
満
や
慨
嘆

な
ど
も
合
わ
さ
り
、
自
由
な
国
際
秩
序
は
時
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
か
ら

も
影
響
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
問
題
優
先
主
義
の
名
の
も
と
に
動
揺
し
て

い
る
状
況
と
も
い
え
る︶

27
︵

。
ト
ラ
ン
プ
は
、
通
商
、
同
盟
関
係
、
多
国
間
主
義
に

お
い
て
従
来
の
枠
組
み
の
変
更
を
企
図
し
て
も
い
た
。
代
表
的
な
も
の
に
ア
メ

リ
カ
単
独
主
義
の
例
と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
不
要
論︶

28
︵

が
あ
っ
た
。
実
際
在
任
中
に

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
潰
し
も
示
唆
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
型
の
現
在
の
ア
メ
リ
カ・フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
、ア
メ
リ
カ
建
国
期
の
ヨ
ー

ロッ
パ
の
戦
争
に
介
入
し
な
い
不
介︶

29
︵

入︶
30
︵

主︶
31
︵

義︶
32
︵

や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
モ
ン
ロ
ー
（Jam

es 

M
onroe

）
大
統
領
（
任
期
一八
一
七
－一八
二
五
年
）
の
、
ア
メ
リ
カ
が
ヨ
ー
ロッ

パ
の
紛
争
に
介
入
せ
ず
、
そ
の
一
方
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
ア
メ
リ
カ
に
介
入
し
な
い

こ
と
を
要
求
す
る
モ
ン
ロ
ー
主︶

33
︵

義︶
34
︵

の
再
来
か
の
よ
う
に
演
出
さ
せ
て
い
る
が
、
か

つ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
国
力
が
微
弱
だ
っ
た
頃
の
不
介
入
主
義
外
交
と
次
元
が
異

な
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
に
よ
る
不
介
入
主
義
外
交
の
結
末

と
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
覇
権
国
の
誕
生
を
使
嗾
す
る
、
反
自
由
主
義
社

会
の
横
溢
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
って
、ま
た
そ
れ
を
希
求
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
も
み
な
せ
る
。
必
然
的
に
現
在
で
は
ロ
シ
ア・
中
国
に
有
利
と
な
る
だ
ろ
う
。

一九
四
〇
年
設
立
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の
理
想
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
の
不
介
入
外
交
と
は
、
ナ
チ
ス・ド
イ
ツ
や
ソ
連
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
を
放
置
、

等
閑
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
は
反
自
由

主
義
、
反
英
米
的
国
際
秩
序
、
反
法
の
支
配
を
基
調
と
し
て
い
る
と
み
え
る
。

い
わ
ば
国
際
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
で
あ
り
、
国
際
虚
無
主
義
に
立
脚
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
英
米
系
の
自
由
主
義
に
適
う
も
の
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト

委
員
会
に
は
親
独
、
そ
し
て
親
ソ
、
ま
た
全
体
主
義
者
・
共
産
主
義
者
、
さ

ら
に
は
無
政
府
主
義
者
も
多
数
加
わ
っ
て
い
た
。
表
面
上
は一
九
世
紀
ま
で
の

ア
メ
リ
カ
孤
立
主
義
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
体
で
彩
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
他

の
思
惑
を
も
っ
て
、
つ
ま
り
ド
イ
ツ
や
ソ
連
が
有
益
と
な
る
よ
う
、
ア
メ
リ
カ
が

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
介
入
し
な
い
よ
う
誘
引
す
る
目
的
で
活
動
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

八
．
ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
外
交
に
お
け
る
分
析

　

ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
特
徴
と
し
て
外
交
・
軍
事
上
は
国
際

無
秩
序
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
傾
向
を
招
来
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
の
介
入
・
影
響
力
が

低
下
す
る
た
め
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
覇
権
国
の
抬
頭
を
促
し
か
ね
な
い
。
ま

た
、
覇
権
国
が
抬
頭
す
る
に
は
必
然
的
に
好
都
合
と
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も

世
界
に
局
地
紛
争
を
誘
発
し
か
ね
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
が
国
際
介
入
型
で
影
響
力
を
行
使
す
る
方
が
、
そ
れ
を
否
定
し

国
際
不
介
入
と
す
る
よ
り
も
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
安
定
性
が
確
保
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
不
介
入
主
義
外
交
と
は
、
建
国
期
か
ら
モ
ン
ロ
ー
大

統
領
期
ま
で
と
相
違
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
力
が
上
昇
し
て
か
ら
は
、
ア
メ
リ
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カ
を
旧
大
陸
に
介
入
さ
せ
ま
い
と
す
る
勢
力
の
裏
の
意
図
が
加
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
第
二
次
世
界
大
戦
への
参
戦
可
否
を
め
ぐ

り
、
飛
行
士
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
（C

harles A
ugustus 

Lindbergh

）
や
自
動
車
会
社
経
営
者
の
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
（H

enry 

F
ord

）
が
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
で
顕
著
な
働
き
を
見
せ
た
が
、
結
局

は
ナ
チ
ス・ド
イ
ツ
に
有
益
に
活
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、ま
た
ソ
連
も
ア
メ
リ
カ・

フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
に
工
作
員
を
送
り
込
ん
で
い
た
よ
う
に
、
覇
権
を
伺
う
国

家
を
利
す
る
結
果
を
招
来
す
る
。
二
十
一世
紀
で
は
ロ
シ
ア
、
中
国
に
資
す
る

も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
是
認
す
る
こ
と

は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
・
中
国
の
抬
頭
を
誘
発
す
る
こ
と
に

も
繋
が
る
。
二
〇
一
七
年
か
ら
実
行
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
外
交
の
教
訓
と
し
て
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
日
本
や
西
ヨ
ー
ロッ

パ
か
ら
捉
え
直
し
て
、
外
交
構
造
を
詳
細
に
分
析
し
、
ア
メ
リ
カ
を
国
際
社
会

に
介
入
さ
せ
る
、
反
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
力
が
必
要
で
、
そ
の
努
力
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
振
り
子
の
よ
う
に
、
孤
立
主

義
と
い
う
過
去
に
存
在
し
た
、
世
界
の
紛
争
に
関
わ
ら
な
く
て
よ
い
安
ら
ぎ
の

場
を
求
め
る
性
質
が
あ
り
、
孤
立
主
義
に
誘
わ
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
、今
後
い
か
な
る
政
権
が
誕
生
し
よ
う
と
も
、西
太
平
洋
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
方
面
に
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
を
残
し
続
け
る
工
夫
と
努
力
が
日
・
欧
に

求
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
を
西
太
平
洋
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
介
在
さ
せ
続
け
る
政
策

的
叡
智
が
必
要
と
な
ろ
う
。

ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
外
交
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
で
の
ネ
オ
コ
ン
政
策
で

も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
国
民
の
分
断
化
と
不
安
定
性
、
福
祉
国

家
化
の
進
行
に
よ
る
統
治
能
力
の
危
機
、
そ
し
て
国
内
産
業
構
造
の
変
化
と

も
密
接
に
関
与
し
合
っ
て
成
立
し
て
い
る
、
特
殊
二
十
一
世
紀
型
外
交
と
も
い

え
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
今
後
も
国
内
優
先
主
義
が
外
交
に
影
響
を
及

ぼ
す
、
こ
の
種
の
問
題
は
避
け
ら
れ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
し
た

い
。
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
標
榜
す
る
不
介
入
主
義
の
外
交
政
策
は
、
現

在
で
は
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
与
さ
せ
た
く
な
い
勢
力
の
裏
の
意
図

が
錯
綜
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
国
内
の
社
会
的
分
断
や
不
安
定
性
と
いっ
た
ア
メ

リ
カ
社
会
の
動
揺
が
交
差
し
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
型
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
外
交
の
希
求
は
そ
の
草
の
根
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
生
と
相
ま
っ
て
今
後
も
姿

を
表
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
そ
の
外
交

政
策
へ
の
回
帰
は
、
将
来
に
お
い
て
随
時
に
起
こ
り
う
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
策
の
長
期
的
追
跡
と
精

緻
な
分
析
が
必
須
と
考
え
ら
れ
る
。

九
．�

結
び
―
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
現
代
的
位
置
と
法
哲
学
的

考
察

一
期
目
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
お
い
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
公
共
事
業
の

拡
大
な
ど
積
極
財
政
政
策
が
併
用
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
を
振
り
返
っ
て
も
、

一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
九
年
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
期
で
す
ら
、
連
邦
政
府
債
務
残

高
や
福
祉
予
算
規
模
は
縮
小
で
き
ず
、
小
さ
な
政
府
へ
の
回
帰
や
福
祉
国
家

の
是
正
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
の
歳
出
全
体

七
四
五
七
億
ド
ル
に
占
め
る
社
会
保
障
費
（
保
健
、メ
デ
ィ
ケ
ア
、
所
得
保
障
、

社
会
保
障
（
年
金
）
の
四
項
目
を
合
計
し
た
も
の
）
は
三
三
七
七
億
ド
ル
で

あ
り
、
こ
れ
が
一
九
八
八
年
に
は
歳
出
全
体
一
〇
六
四
一
億
ド
ル
の
う
ち
社
会
保

障
費
は
四
七
二
〇
億
ド
ル
と
約
一・
四
倍
に
増
大
し
て
い
る︶

35
︵

。
こ
の
社
会
保
障
費

の
伸
び
を
物
価
修
正
し
て
考
え
て
み
る
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
資
料

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
消
費
者
物
価
指
数
で一
九
八
二
年
を
基
準
年
一
〇
〇
と
し
た

場
合
、
一九
八
八
年
の
そ
れ
は
一
一
八
に
な
っ
て
い
る︶

36
︵

。
仮
に
こ
の
数
字
を
参
考

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で一
九
八
二
年
か
ら
一
九
八
八
年
ま
で
そ
の
比
率
の
物

価
の
上
昇
が
あ
っ
た
と
し
た
場
合
で
も
、
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
八
八
年
に
か
け
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て
の
社
会
保
障
予
算
全
体
の
増
加
は
、
そ
の
物
価
の
上
昇
を
さ
ら
に
上
回
っ
て

一
・
四
倍
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
歳
出
全
体
か
ら
割
合
も
見
て
も
、

一
九
八
二
年
の
社
会
保
障
費
割
合
は
四
五
％
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
一
九
八
八
年
の

社
会
保
障
費
割
合
で
は
四
四
％
と
同
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
目
に
見
え
る

フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
予
算
の
縮
小
ば
か
り
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
全
体
で
は
社

会
保
障
の
重
視
傾
向
は
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
カ
ー
タ
ー
政
権

期
に
社
会
保
障
制
度
の
充
実
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
お

い
て
は
社
会
保
障
制
度
内
の
非
効
率
性
の
改
善
が
な
さ
れ
た
程
度
で
あ
っ
て
、

予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
自
由
な
社
会
に
お
け
る
国
家
肥

大
化
や
福
祉
国
家
化
の
現
実
と
は
い
か
な
る
将
来
像
を
暗
示
す
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
い
の
背
景
の一つ
に
、
既
に
確
立
さ
れ
た
現
代
統
治
機
構
に
お
い
て
は
、

中
央
集
権
化
と
国
家
肥
大
化
へ
の
志
向
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
止
む
こ
と
は
な
い
、
と

い
う
峻
厳
な
事
実
が
あ
る
。
先
進
各
国
に
お
け
る
中
央
行
政
府
主
導
の
福
祉

国
家
化
、
中
央
指
令
型
国
家
化
、
集
産
化
の
傾
向
は
な
お
も
継
続
し
維
持
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
既
に
、
一
九
三
三
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
大
き

な
影
響
力
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
伝
統
の
自
由
市
場
経
済
は
、
一
定
の
改
変
を

受
け
、
そ
の
慣
例
は
随
所
に
残
り
続
け
、
今
な
お
物
価
や
失
業
問
題
の
解
決

に
は
、
中
央
行
政
府
に
よ
る
集
権
型
国
家
運
営
こ
そ
適
切
と
解
釈
す
る
傾
向

は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
都
度
に
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
自
由
主
義
社
会
は
、
福

祉
政
策
と
相
ま
っ
て
多
機
能
化
す
る
に
至
り
、
消
極
的
自
由
に
依
拠
し
た
、

小
さ
な
政
府
を
将
来
に
お
い
て
実
現
す
る
な
ど
は
極
め
て
険
路
で
あ
ろ
う
。

現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
は
、
社
会
構
造
の
変
化︶

37
︵

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ

的
価
値
と
伝
統
の
変
容
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
社
会
福
祉
、

少
数
民
族
の
人
権
と
いっ
た
概
念
も
、
経
済
的
側
面
や
政
治
的
側
面
か
ら
の

融
和
政
策
が
母
体
で
あ
っ
た
が
、
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
政

治
理
念
化
し
体
内
に
取
り
込
ま
れ
つつ
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
Ｆ
・
Ａ
・
ハ

イ
エ
ク
（F

riedrich A
ugust von H

ayek

）
の
哲
学
に
あ
る
自
生
的
秩
序

論
に
お
い
て
も
読
み
解
け
な
い
、
中
世
以
来
の
思
想
転
換
期
に
差
し
掛
か
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
既
に
幾
つ
も
の
現
代
的
政
治
理
念
が
自
生
的
な
構
造
の
中

に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
文
化
的
多
様

性
な
ど
の
政
治
理
念
も
ま
す
ま
す
現
実
社
会
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
く
蓋
然

性
が
高
い
。

か
つ
て
自
由
論
の
な
か
に
は
自
生
的
秩
序
と
し
て
法
文
化
や
国
家
を
捉
え

論
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
長
い
年
月
を
経
て
こ
の
自
生
的
秩
序
も
移
り
変
わ
り

つつ
あ
る
。
英
米
系
の
法
思
想
の
伝
統
と
、
現
代
的
社
会
変
容
の
せ
め
ぎ
合
い

が
起
き
て
い
る
。
な
ら
ば
、
究
極
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
イ
ン
ド
、
英
米
系

自
由
主
義
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
以
降
の
法
思
想
、
法
の
支
配
の
法
思
想
な
ど
の

英
米
の
価
値
観
を
、
英
米
社
会
に
入
る
に
は
受
け
容
れ
る
必
要
が
あ
る
、
と

い
う
理
屈
付
け
す
ら
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
自

国
文
化
の
保
持
・
擁
護
な
ど
は
、
将
来
に
お
い
て
も
実
践
可
能
で
あ
る
だ
ろ
う

か
。
既
に
ア
メ
リ
カ
国
内
、
西
欧
社
会
内
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
な
政
策
の
法
制
化
に

よ
っ
て
自
由
社
会
が
変
容
し
つ
つ
あ
り
、
消
極
的
自
由
が
弱
体
化
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
国
内
法
を
整
備
す
る
形
で
積
極
的
自
由
の
追
求
が
進
め
ら
れ
、

人
権
擁
護
・
文
化
多
様
性
が
自
生
的
秩
序
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
も

い
え
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
移
民
問
題
で
あ
って
も
治
安
悪
化
、
ア
メ
リ
カ
国
民

の
雇
用
機
会
剥
奪
、
も
し
く
は
自
国
民
給
与
の
低
水
準
化
、
な
ど
の
実
用
的

論
点
に
よ
って
の
み
取
り
扱
わ
れ
か
ね
な
い
。
福
祉
国
家
政
策
も
既
に
自
生
的

秩
序
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
現
在
の
こ
の
福
祉

国
家
の
中
で
、
小
さ
な
政
府
の
追
求
と
同
じ
く
自
国
の
文
化
の
擁
護
を
掲
げ
、

移
民
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
実
態
上
至
難
と
な
ろ
う
。
英
米
的
価
値
観
に
対

置
さ
れ
る
形
で
、
人
権
・
文
化
の
多
様
性
の
促
進
な
ど
が
社
会
的
正
義
と
し

て
政
治
理
念
に
ま
で
高
め
ら
れ
、
受
容
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
は
鋭
く
対
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立
し
て
い
る
。
移
民
問
題
が
素
材
と
な
っ
て
、
今
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
事
柄
の
せ

め
ぎ
合
い
や
両
者
の
相
克
を
提
示
し
て
い
る
時
期
と
い
え
よ
う
。

現
代
社
会
の
政
府
は
、
福
祉
国
家
と
し
て
肥
大
化
し
、
な
お
も
強
固
で
あ

る
。
福
祉
国
家
が
到
来
し
て
以
降
、
拡
大
し
た
政
府
権
力
が
遍
く
波
及
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、幾
多
の
全
体
主
義
の
理
論
研
究︶

38
︵

に
お
い
て
警
鐘
対
象
で
あ
っ

た
多
数
者
た
る
大
衆
よ
り
も
、
逆
説
的
に
、
少
数
者
で
あ
る
行
政
府
・
政
府

構
成
員
こ
そ
が
、
反
自
由
主
義
の
政
策
を
担
い
か
ね
な
い
事
態
と
な
って
い
る
。

第
二
次
大
戦
中
や
戦
後
の
先
進
諸
国
に
お
け
る
、
統
制
主
義
や
集
産
主
義
的

政
府
の
誕
生
は
そ
の
具
体
的
事
例
の
一
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
少
数
の

政
府
構
成
員
た
る
官
僚
、
公
共
企
業
体
職
員
に
よ
って
促
進
さ
れ
て
い
く
。
こ

の
政
府
構
成
員
ら
は
、
集
権
化
を
望
み
、
社
会
工
学
的
設
計
技
術
を
駆
使
し

て
、
国
内
の
分
権
化
や
小
さ
な
政
府
的
政
策
を
阻
害
し
て
い
る
。
こ
の
者
た

ち
は
経
済
発
展
よ
り
も
再
配
分
に
こ
そ
関
心
が
強
く
、
そ
の
大
き
な
政
府
維

持
の
傾
向
か
ら
、
合
理
主
義
、
設
計
主
義
思
想
に
親
和
性
を
帯
び
、
集
産
主

義
的
な
社
会
を
希
求
す
る
勢
力
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
勢
力
と
は
、
現

代
の
い
ず
れ
の
自
由
社
会
で
も
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
積
極
的
自
由
に
基
づ
く

福
祉
国
家
の
仕
組
み
は
な
お
も
継
続
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
状
況
の
な

か
で
、
個
人
の
自
由
を
損
な
う
統
制
主
義
や
集
産
主
義
政
府
、
大
き
な
政
府

と
対
峙
す
る
新
し
い
概
念
を
挙
げ
る
な
ら
、
草
の
根
運
動
や
こ
の
度
の
ト
ラ
ン

プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
そ
の
ア
イ
デ
ア
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
自
由
主
義
理
論
の

考
察
に
お
い
て
い
か
な
る
影
響
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
草

の
根
運
動
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
、
大
き
な
政
府
へ
対
抗
し
て
き
た
歴
史
を
も
っ

た
活
動
で
あ
り
、
こ
れ
は
分
権
制
と
私
的
権
利
の
擁
護
を
求
め
る
自
由
主
義

に
と
って
も
類
似
し
た
方
向
性
を
も
って
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
は
幸
い
、
中
世
に
端
を
発
し
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
法
の
支
配
の
思

想
が
、
建
国
期
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
社
会
移
植
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
歴
史

は
長
く
、
適
宜
の
修
正
を
経
て
も
、
上
位
に
あ
る
、
自
由
を
擁
護
す
る
古
き

良
き
法
と
下
位
に
あ
る
法
律
と
い
う
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
原
形
は
失
わ
れ
て

い
な
い
。
積
極
的
自
由
の
興
隆
が
あ
って
も
、
政
府
に
よ
り
福
祉
国
家
化
が
強

化
さ
れ
て
も
、
多
様
性
の
追
求
が
制
定
法
化
さ
れ
て
も
、
自
由
を
擁
護
す
る

上
位
の
法
が
明
確
に
存
在
し
、
そ
の
も
と
に
法
律
が
あ
る
、
と
いっ
た
関
係
は

弱
体
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
い
ま
だ
継
続
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
草
の
根
ポ
ピュ
リ
ズ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
史
の
伝
統
の
も
と
、
反

啓
蒙
思
想
を
標
榜
し
て
、
権
力
の
分
立
に
よ
る
個
人
の
私
権
の
擁
護
を
果
た
す

法
思
想
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
草
の
根
運
動
や
ポ
ピュリ
ズ
ム
を
自
由
主
義
の

た
め
に
活
用
し
、
そ
の
一
方
に
お
い
て
ト
ラ
ン
プ
型
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
政
策

に
存
在
す
る
マ
イ
ナ
ス
点
を
巧
み
に
取
り
除
く
な
ら
ば
、
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
を
自
由
社
会
に
適
う
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ

の
産
業
構
造
の
変
化
、
人
種
別
人
口
比
率
の
推
移
、
自
国
文
化
の
変
容
の
危

惧
は
、
や
が
て
い
ず
れ
の
先
進
諸
国
に
お
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
要
素
と
な
る
。

よ
っ
て
こ
の
ト
ラ
ン
プ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
生
を
契
機
と
し
て
、
我
々
は
ア
メ
リ

カ
の
草
の
根
運
動
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
受
容
と
経
過
を
自
由
社
会
や
自
由
理
論

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
思
慮
深
く
検
証
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
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h
ttps://w

w
w

.donaldjtrum
p.com

/new
s/c0155701-c251-

456c-b69a-db3b33061f88

（
23
） 　

C
ongressional B

udget O
ffice [2024a], T

he D
em

ographic 

O
utlook: 2024 to 2054, January 2024.

（
24
） 　

生
駒
和
夫
、﹁
長
い
険
し
い
道
―
日
米
繊
維
交
渉
﹂、通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

一四
巻
二
号
、
一九
八一年
、
二
二
頁
。

（
25
） 　

第
三
八
回
国
会
﹁
ア
メ
リ
カ
の
綿
製
品
輸
入
制
限
及
び
ギ
ン
ガ
ム
輸

出
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
﹂
に
対
す
る
内
閣
総
理
大
臣
答
弁
書
、

一九
六一年
。 

 

https://w
w

w
.shugiin.go.jp/Internet/itdb_shitsum

ona.nsf/

htm
l/shitsum

on/b038012.htm

（
26
） 　

G
. Jhon Ikenberry, Liberal Leviathan: the origins, crisis 

and transform
ation of the A

m
erican w

orld order, P
rinceton 

U
niversity P

ress, 2011, pp.170-189.

（
27
） 　

G
. Jhon Ikenberry, “T

he future of the liberal w
orld order: 

internationalism
 after A

m
erica,” F

oreign
 A

ffairs, vol.90 
Issue 3, M

ay-June 2011.

（
28
） 　

D
oug Stokes, “T

rum
p, A

m
erican h

egem
ony and th

e 

future of th
e liberal international order,” In

tern
ation

al 

A
ffairs, vol.94 Issue 1, 2018, pp.136-138.

（
29
） 　

D
um

as M
alone, Jefferson and the O

rdeal of Liberty, Vol. 3: 

Jefferson and H
is T

im
e, U

niversity of V
irginia P

ress, 2006, 
p.67.

（
30
） 　

Ibid., p.328, “C
abinet M

eeting: O
ption on a P

roclam
ation 

of N
eutrality and on R

eceiving the F
rench M

inister,” A
pril 

19, 1793.

（
31
） 　

R
alph K

etcham
, Jam

es M
adison: A

 B
iography, U

niversity 

of V
irginia P

ress; R
eprint edition, 1990, p.342.

（
32
） 　

Ibid., pp.103, “P
acificus N

o. V
II” July 17, 1793.

（
33
） 　

Sam
uel E

liot M
orison, “T

h
e O

rigins of th
e M

onroe 

D
octrine”, E

conom
ica, F

eb., 1924, (10): pp.27-38.

（
34
） 　

Jam
es M

onroe, “T
he M

onroe D
octrine”. U

.S. D
epartm

ent 

of State. 
 

h
ttp://eca.state.g

ov/ed
u

cation
/en

g
teach

in
g

/pu
b

s/

A
m

LnC
/br50.htm

（
35
） 　

B
udget of the U

nited States G
overnm

ent for F
iscal Year 

1989, H
istorical T

ables.

（
36
） 　

International M
onetary F

und, W
orld E

conom
ic O

utlook: 

P
olicy P

ivot, R
ising T

hreats, O
ctober 2024. 

 

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.im
f.o

rg
/

e
n

/
P

u
b

lic
a

tio
n

s
/

W
E

O
/

Issues/2024/10/22/w
orld-econom

ic-outlook-october-2024

（
37
） 　

こ
の
点
、
第
三
次
産
業
の
進
展
に
よ
り
、
他
者
と
の
接
触
機
会
が
多

く
な
り
、
社
会
の
流
動
性
も
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
代
ア
メ

リ
カ
で
は
社
会
の
動
向
に
自
ら
の
生
を
位
置
付
け
る
、﹁
他
人
（
外
部
）

指
向
型
人
間
﹂
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
、
先
進
諸
国
に
お
け
る
集
権
化
の
傾
向
を
間
接
的
に
助
長
さ
せ

て
い
る
要
素
の
分
析
と
し
て
着
目
で
き
る
だ
ろ
う
。D

avid R
iesm

an, 
T

he L
on

ely C
row

d: A
 S

tu
dy of the C

han
gin

g A
m

erican 

C
haracter, Yale U

niversity P
ress, 1950, p.11. 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

リ
ー
ス
マ
ン
、
邦
訳
加
藤
秀
俊
、﹃
孤
独
な
群
衆
﹄、
み
す
ず
書
房
、

一九
六
四
年
、
十
六
頁
。

（
38
） 　

例
え
ば
、
全
体
主
義
の
興
隆
と
大
衆
の
勃
興
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、

大
衆
社
会
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
も
の
と
し
て
、Sigm

und N
eum

ann, 
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Perm
anent R

evolution: T
he Total State in a W

orld at W
ar, H

aper 

and R
ow

, 1942. 

シ
グ
マ
ン
ド
・
ノ
イ
マ
ン
、
邦
訳
岩
永
健
吉
郎
、
岡
義
達
、

高
木
誠
、﹃
大
衆
国
家
と
独
裁　

恒
久
の
革
命
﹄、
み
す
ず
書
房
、

一
九
六
〇
年
、
ま
た
は
、E

m
il Lederer, State of the m

asses; the 

threat of the classless society, W
. W

. N
orton &

 com
pany, 1940.  

エ
ミ
ー
ル
・
レ
ー
デ
ラ
ー
、
邦
訳
青
井
和
夫
、 

岩
城
完
之
、﹃
大
衆
の
国
家　

階
級
な
き
社
会
の
脅
威
﹄、
東
京
創
元
社
、一九
七
三
年
、
な
ど
が
あ
る
。
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